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俺の敵はだいたい俺です
自分が敵とは？

これは，「宇宙兄弟」という漫画の中で，主人公の南波六太が

言ったセリフです。先輩宇宙飛行士・ビンセント・ボールドに、

自分の目標を達成するときの「敵は誰か？」との問いに答えたも

のです。そして六太はさらに続けて話します。

自分の「宇宙へ行きたい」っていう夢をさんざん邪魔して足を引っぱ
り続けたのは結局俺でした。 他に敵はいません。
みなさん，この南波六太の話，どう思いますか？

もうすぐ新しい年2022年やってきます。そして私立高等学校

の入試がすぐそこに迫ってきているのです。でもみんなの周りに

は「ゲーム」「テレビ」「SNS」「漫画」「眠さ」「やる気のなさ」

など、たくさんの誘惑が待ち受けています。そんな誘惑に負ける

のも自分！そんな誘惑に負けず受験勉強に励むのも自分！今がそ

んな時期だからこそ、「俺の敵はだいたい俺です」という南波六太の

言葉を「自分のこと」として考えてみてはどうでしょうか？

願書・受験料提出が終わりました！
12月17日に3年生の願書・受験料提出が終了しました。これでみんなは「受験希望生」から本

格的な「受験生」に一歩前進したのですね。いよいよみんなにとっての「受験」が現実味を帯びて

きたんです。毎朝に7時10分からは４～５名，7時30分からは十名程，そして8時15分からはほ

とんど全員が朝勉に取り組んでいます。また昼休みには数名の生徒が理科室や3年生教室で昼勉に

取り組んでいます。そんな姿を見ているといよいよ受験間近なんだなあと感じる今日この頃です。

これから3年部職員は、全員が提出してくれた願書とともに，必要書類のすべてをそろえた上で

何度もチェックし、年が明けた1月4日（火）に最終チェックをした上で、1月5日（水）から1月7

日（金）にかけて各高等学校へ出願します。今、みんなが受験に向けて猛勉強をしていると同時に、

担任の山田先生も寝る間も惜しんで膨大な資料の作成に取り組んでくれているのです。みんなが確

実に受験に臨むことができるように、私たちも不備がないように出願します。お互い頑張りましょ

う!

宇宙兄弟の簡単なあらすじ

兄（南波六太:ムッタ）は、優秀だが自分の能力を信じられず、ネガティブ思考に陥

りがちな青年，さまざま挫折のなか、幼い頃に弟と誓い合った夢を取り戻し，「宇宙

飛行士になる」という夢をすでに叶えていた弟・ヒビトの背を追う形で、数々の困難

を乗り越えて、宇宙飛行士になっていく。
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2019年度「心の輪を広げる体験作文」最優秀賞 （内閣総理大臣賞）

希 望 の 星
安田 湧（鹿児島県鹿児島市立西紫原小学校５年）

ぼくは「希望の星」です。

ぼくは赤ちゃんの時に重い病気で鹿児島から神戸のこども病院に運ばれて、三年間入院していました。気管の病気で、

何度も死にかけて、ずっと人工こきゅう器につながれていたそうです。それがきせき的に良くなって、今ではドッジボ

ールができるぐらいに元気になりました。

こども病院をたい院した時に病院の先生やかん護しさん、入院している子供のお母さん達に言われたのが「わく君は

こども病院の希望の星だからがんばってな。」だそうです。ぼくにはその言葉の意味が全然分かりませんでした。

昨年の夏休みに家族で四年ぶりに神戸に行きました。入院していた時の病院の先生やかん護しさん、子供達、家族に

会いに行きました。神戸に行ったら、会う人みんなが「元気になって本当によかったね。」と喜んでくれました。ぼく

を見て、なみだを流す人もいました。ぼくの病気は本当に重かったのだろうなと思いました。でも、みんなが喜んでく

れて、何だかとても温かい気持ちになりました。

夜は、ぼくといっしょに入院していた同じ年の愛ちゃんの家にとまりました。愛ちゃんはぼくと同じ気管の病気で、

たい院はできたけど、今でも人工こきゅう器が必要で、車いすでの生活です。のどからの人工こきゅうのため、声を出

すこともできません。愛ちゃんのお母さんが、「ピアノをひいてくれへん。」と言ってきました。なぜならば、ぼくは、

ようち園の時からピアノを習っているからです。ぼくがピアノをひき終わると、愛ちゃんのお母さんが「めっちゃ上手

やな。」と言いました。そして、愛ちゃんが「もう一回お願い。」という手ぶりをしてきました。ぼくは笑顔で「うん。」

と言って、心をこめてピアノをひきました。愛ちゃんは体をゆらしながら楽しそうにきいていました。ひき終わると愛

ちゃんがはく手してまた「もう一回。」という手ぶりをしてきました。愛ちゃんのお母さんが「わく君のピアノが本当

に気に入ったみたいやねん。ごめんな。あと一回だけひいてくれへん。スマホにとって、次からは動画を愛ちゃんに見

せるから。」ぼくはにっこりして、もう一回、一生けん命ひきました。その後、愛ちゃんはぼくのピアノの動画をニコ

ニコしながら何回も何回も夢中になって見ていました。ぼくのピアノの音色が愛ちゃんの心にとどいたようでとてもう

れしかったです。

夜中、ぼくは人の家だからなかなかねむれずにいました。愛ちゃんのお母さんはずっと愛ちゃんのたんをとったり、

人工こきゅうの管を動かしたり、何回か着がえさせたりとほとんどねていないようでした。

よく朝、愛ちゃんのお母さんに「いつねているのですか。」と聞いたら、「愛ちゃんが心配で、夜はなかなかねられへ

んねん。わく君のお母さんも入院していた時、同じようにわく君のかん病に必死でねていなかったんやで。」と言われ

ました。お母さんもぼくのために夜ねむれないぐらいがんばってくれたのだと初めて知りました。ぼくのかん病でとて

も大変だったのだろうなと思いました。感しゃしたいです。「でもな、こうやってわく君が元気になったすがたを見る

ことができて、おばちゃん本当にうれしいわ。やっぱりわく君はこども病院の希望の星やねん。勇気でるわ。ありがと

う。またピアノをきかせてな。」と言われました。ぼくはその時初めてぼくが「希望の星」と言われている意味が少し

だけわかったような気がしました。

神戸に行って本当に良かったです。なぜならば、愛ちゃんが今も病気と戦いながら精一ぱい生きているすがたを見て、

同じ病気だったぼくが今こうやって当たり前に生活できていることが本当に幸せなことだと気づかせてもらったからで

す。ぼくにとって愛ちゃんは一しょに病気とたたかってきた大切な仲間です。そんな愛ちゃんのため、ぼくにも何かで

きないかを考えました。ぼくは今、ピアノコンクールで全国大会に出場することを目標にがんばっています。絶対に出

場して、その動画をとどけることで、愛ちゃん家族に勇気をあたえ、少しでも元気になってほしいです。きっと喜んで

くれると思います。

また、ぼくが今、元気に当たり前の生活ができているのは、お父さん、お母さん、いろいろな人たちに助けられたか

らだということが神戸に行って分かりました。これからも感しゃの気持ちをわすれず、一日一日を大切にすごしていき

たいです。そして、ぼくがいろいろなことに挑戦し続け、みんなをびっくりさせることでおん返ししていきたいです。

だってぼくは、「みんなの希望の星」だから。


